
項 ⽬ 内 容
名称 タウリン (2-アミノエタンスルホン酸) [英]Taurine [学名]

概要 タウリンは⽣体中のほとんどすべての組織に存在している含硫アミノ酸の代謝中間
体。様々な動植物組織に含まれているが、植物に含まれている量はわずかで、動
物、特に⿂介類 (イカ、タコなど) に多く含まれている。ヒトでは⼼筋、筋⾁、脾
臓、脳、肺、⾻髄などに存在している。タウリンは「専ら医薬品として使⽤される
成分本質 (原材料) 」に区分されるため、原則として抽出物や⽣成物として⾷品に添
加することはできない。

法規・制度 ■⾷薬区分
「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料)」に該当する。

■⽇本薬局⽅
・タウリンが収載されている。

■⾷品添加物
・既存添加物︓調味料等

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・C2H7NO3S、分⼦量 (MW) 125.15の含硫アミノ酸の代謝中間体。体内ではシス
テインから合成される (16) 。

分析法 ・イオン交換クロマトグラフィーにて分離後、ニンヒドリンなどの発⾊試薬で発⾊
し蛍光検出器 (励起波⻑440 nm、蛍光波⻑570 nm) を装着したアミノ酸⾃動分析
計により分析する⽅法が⼀般的である (101) 。
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循環器・
呼吸器

RCT
・健康な成⼈80名 (試験群41名、ノルウェー) を対象とした⼆重盲検並⾏群間無作
為化⽐較試験において、EPA+DHA 1.1 g/⽇とタウリン425 mg/⽇を含む⿂パテを
7週間摂取させたところ、⾎中のTC、LDL-C、ApoB、TC/HDL-C⽐の低下が認めら
れた (PMID:18242615) 。
・うっ⾎性⼼不全患者14名 (46〜84歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検クロスオーバ
ー無作為化プラセボ対照試験において、通常の治療に加えてタウリン6 g/⽇を4週
間摂取させたところ、症状スコアの改善が認められた (PMID:3888464) 。

消化系・肝臓 RCT
・急性肝炎患者63名 (試験群31名、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ
対照試験において、タウリン4 g×3回/⽇を6週間摂取させたところ、⾎清ビリルビ
ン濃度、胆汁酸濃度の低下速度が促進した (PMID:6878421) 。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ RCT
・健康な成⼈男性29名 (試験群15名、20〜33歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作
為化プラセボ対照試験において、タウリン粉末2 g×3回/⽇を肘屈筋レジスタンス運
動前に2週間、運動後に4⽇間摂取させたところ、運動直前の⾎管内⽪機能 (FMD)
の増加が認められた。⼀⽅、運動後のFMD、動脈直径に影響は認められなかった
(PMID:31468418) 。
・運動習慣のある男性17名 (平均26±5歳、ブラジル) を対象とした⼆重盲検クロス
オーバー無作為化プラセボ対照試験において、タウリン6 gをトレッドミル⾛⾏の
90分前に摂取させたところ、疲労困憊するまでの時間、⾎中乳酸濃度、VO2max、
最⼤酸素借に影響は認められなかった (PMID:27109264) 。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT
・75歳以上の股関節⾻折患者236名 (試験群113名、平均84.4±5.4歳、オランダ)
を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、⼊院時から⼿術6⽇後ま
でタウリン6 g/⽇を摂取させたところ、術後の⾎中ストレスマーカー15項⽬中1項
⽬ (8-OHdG) のみ減少が認められたが、⼊院期間、術後合併症リスク、動作機能評
価、併存疾患リスク、術後1年までの死亡率に影響は認められなかった
(PMID:26035756) 。
・⾃転⾞選⼿の男性11名 (平均34.6±11.5歳、イギリス) を対象とした⼆重盲検ク
ロスオーバー無作為化プラセボ対照試験において、タウリン1,000 mgを単回摂取
させ、2時間後に4 km⾃転⾞タイムトライアルを実施したところ、成績、⼼拍、酸
素消費量、乳酸産⽣量に影響は与えなかった (PMID:27380030) 。
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